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   1932億円/年 

 

 水害発生回数 1208件/年 

 

 

頻発する豪雨災害 

図1に示すように、地球温暖化によって豪雨が増加する
ことが示されています。またそれに伴い水害リスクが増
加することも予想されますが、そのような増大する水害
リスクに対応するため、本研究ではより正確で具体的な
水害リスクの評価手法の提案を行っています。 

 

現在の水害リスク評価の問題点とその改善 

現在の水害リスク評価の問題点として以下の2つが挙
げられます。 

 

●定量的な水害被害の将来予測がない。 

●小さい規模の豪雨被害や、1年間に2度以上水害が 

  発生する可能性を無視している。 

 

これに対して本研究では1年365日の日降水量を対象
にして水害リスク評価を行い、また地球温暖化による水
害リスクの変動を定量的に被害額（円）として算出するこ
とを試みました。 

 

包括的かつ地域性を再現したリスク評価の実現 

この結果本研究では図2に示すように今まで過小評価さ
れてきた規模の小さい豪雨による内水水害リスクを明ら
かにし、実績に即した正確かつ地域性を再現した具体
的な水害リスク評価手法を提案することが出来ました。 

 

将来の水害リスク評価 

最後に本研究で提案する水害リスク評価手法を用いた
将来の水害リスクを示します(図3)。本研究によって将
来の水害被害額、水害発生リスクを定量的に示すこと
が可能となりました。 

図2 様々な強さの外力と水害リスク 

図3 将来の水害リスク評価（日降水を用いた
内水氾濫の評価） 

図1 20世紀と21世紀の日降水量の発生頻度の比較 

 現在:1979-1998 

 

 

 

 

 

 

   1171億円/年 

 

 水害発生回数 562件/年 
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将来の水害リスクを定量的に評価 
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